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A stud\ on the architectural characteristics of Jarrestadt in Hamburg:  
Focusing on the regionalit\ of the housing estates in German\ during the Weimar period 
Monado EBISAWA1 
In this paper the formation and characteristics of architecture of Jarrestadt, a housing estate 
constructed in Hamburg in the late 1920s, are described.  This article consists of four parts.  The 
first part (Chapter 2) gives an overview of the development of the mass housings in Hamburg during 
the Weimar period.  The second part (Chapter 3) focuses on the design competition for the building 
of Jarrestadt.  The ten Architects selected in the competition participated in the planning of 
Jarrestadt and each of them designed one housing block.  In the third (Chapter 4) and fourth part 
(Chapter 5) two architectural characteristics of Jarrestadt, namely the form of housing block and the 
brick wall, are discussed.  In Jarrestadt all apartment blocks enclosed a large courtyard to supply a 
good residential environment to dwellers.  A unique rule, namely to open at least one (upper) part of 
building for the better residential condition, made a difference in the planning of the housing blocks. 
On the other hand the architects were obligated to use bricks for exterior walls of buildings reflecting 
the architectural tradition in Hamburg.  These two characteristics gave the housing estate not only 



































図 1 ࣖࣞシュࢱࢵࢺ 㫽▔෗┿（1930 年㡭） 
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クでは、1919 年から 1923 年にかけて住居を求める世帯数





























































ハンブルクでは、1918 年 12 月に小住居建設促進法

































図 2 ࣁࣥࣈࣝࢡの新しい  ࡘのᒃ住ᆅ区ࢆ♧しࡓ図 
（࡞࠾、ࡇの図のϨࠥϯ࡟ࣖࣞシュࢱࢵࢺのᩜᆅࡣධࡗ࡚い࡞い） 
              
図 3 ࣂーࣥ࣋ࢵࢡ໭ᆅ区の᪤Ꮡのᘓタィ⏬（左）࡜ )シュー࣐ࢵࣁーのᨵⰋ᱌（右） 
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段室型の 4〜5 階建ての集合住宅であり、各住戸は 1 層の
（2 層のメゾネット形式ではない）いわゆる「フラット式」
であった。主流となるのは 2 部屋から 3 部屋半の居室をも
つ小規模から中規模の住戸であった 14)。また上述のように、






















































































お、図 4 からは、この敷地に 11 の街区があるように見え
るが、中央の矩形の緑地を挟む二つの区画は東西あわせて
一つの街区と考えられていたようで、設計競技の要項にも





































10 案が入賞となり、2,000 ライヒスマルク（以下 RM）が
授与される。続く 10 案は購入対象として 1,500RM が与え

















れており、10 組の建築家がそれぞれ 1 つの街区の建設を
指揮する。つまりヤレシュタットの建設は、設計競技の上
位 10 名の共同作業となるのである。それにもかかわらず

















街区A と街区 Bの標準階の 1/200平面図、同じ住棟の 1/200
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立面図、6 階建て住棟の 1/200 断面図（高さ寸法を記入す
る）、そして計画案の説明文である。 
以上の要項の内容から、ヤレシュタットの建設設計競技



























































72 案が選外となり、続く審査でさらに 62 案が外された。
この時点で残った 80 案が、続いて 2 つのグループに分け
られた。第 1 のグループは、受賞（10 案）と購入対象（10
案）の候補となる作品であり、計 30 案が選定された。残
りの 50 作品が第 2 グループとなった。 
第 1 グループの順位を決めるために、4 つの観点を審査
員が各 5 点満点で採点し、合計点を算出することになった。
4 つの観点は、以下の a)〜d)である 26)。 
 a) 平面タイプの問題 
 b) 都市計画的な配置の問題 
 c) 建築造形の問題 
 d) 経済性の問題 






このような明瞭な審査方法によって、1 等から 10 等ま
での受賞作 10 案、11 等から 20 等までの購入対象 10 案、
そして第 2 グループのさらなる審査を経て、補欠の 40 案
が選出された。ただしこの順位からそのまま設計者 10 名
が確定したわけではなかった。というのも、5 等案は 1 等
の建築家カール・シュナイダーが他の建築家（パウル・A・
 























1 辺に 4 棟並べた 2 等案（図 8）や 8 等案、道路に沿って
住棟を直線状に配置するのではなく、コーナー部分で雁行
形にセットバックさせた 10 等案などが挙げられる。 
これら多様な案の中で最もシンプルかつ明快な表現と
なっているのが、1 等のカール・シュナイダー（Karl 
















わかる。続いて図 10 のように 10 街区を 10 組の建築家が






für die Wirtschaftlichkeit im Bau- und Wohnungswesen：「建設
及び住宅の経済性に関する国立研究協会」、以下 RFG と呼
    
図 7 ࢜ࢵࢺー࣭࣍イࣖー᱌（6➼）の㏱ど図（図㠃表現 
  ࡸቨ㠃ୖ㒊の窓のᙧ࡟表現୺⩏ⓗഴྥがᣦ᦬࡛ࡁࡿ） 
     
図  ࢹ࢕ࢫࢸࣝ㸤ࢢࣝーࣅࢵࢶ᱌（2➼）の࢔ࢡࢯ࣓図   




図 9 タィ➇ᢏᚋ࡟ࠕඹྠసᴗయࠖがసᡂしࡓᩜᆅ඲యのᶍᆺ 
   
図 6 ࢝ー࣭ࣝシュナイダー᱌（1➼）のእほ㏱ど図 
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図 10 ࣖࣞシュࢱࢵࢺ඲య図（左ഃの①ࠥ⑩のᩘᏐࢆグしࡓᆅ区がᮏ✏のᑐ㇟のすᆅ区ࠋྛ街区のタィ⪅ࢆ右࡟グ㍕しࡓࠋ 
              右ഃのⅬ⥺࡛ᅖࢇࡔᆅ区が 1930 年௦ึࡵ࡟ᘓタࡉࢀࡓᮾᆅ区ࠋᩘᏐ࡜Ⅼ⥺ࡣ➹⪅ຍ➹） 
図11 ࣖࣞシュࢱࢵࢺᮾᆅ区࡟ᘓタࡉࢀࡓ3$5フࣛࣥࢡ 





















































区の東西両隣に配置された 2 つの街区（図 10 の②と⑤）
        
図 12 フ࢕ー࢔シュ࣌ナーᘧの住棟のᖹ㠃図（左）࡜⫼㠃ഃ࠿ࡽの෗┿（右） 
 
図 13 ࣖࣞシュࢱࢵࢺの࢝ー࣭ࣝシュナイダータィの 
   住棟（街区①）の住ᡞᖹ㠃の౛ 
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図 15 街区ղの㛤ᨺࡉࢀࡓ㒊ศ㸬 
   ྠࡌࡃ 1㝵࡟ࡣᗑ⯒がධࡿ（2017 年 9 月撮影） 
 
図 14 街区մの㛤ᨺࡉࢀࡓ㒊ศ㸬ᆅୖ㒊ศࡣ 2ᒙ࡜࡞り、 
   1 㝵࡟ᗑ⯒がධࡿ（2017 年 9 月撮影） 
 
図 16 街区շの㝮が㛤ࡅࡽࢀ、2㝵ࣞ࣋ࣝ࡟ࡣ✵中ᗯୗが 
   タࡅࡽࢀ࡚いࡿ（2017 年 9 月撮影） 
 


































































図 1 ࢝ー࣭ࣝシュナイダーの住棟（街区①）の中庭 
   （❹ᕤ᫬） 
 
図 19 ࢪードࣝࣥࢡ࣭ࣦ࢙ࢫࢺࣁ࢘ࢮࣥ㫽▔෗┿ 
   （1930 年㡭） 
 
図 20 ドࢗࣝࢫ࣋ࣝࢡᮾᆅ区のࢪードࣝࣥࢡᘓタタィ➇ᢏ 
   の 1 ➼᱌（ࣄࣥシュ㸤ダイ࣒ࣜࣥࢡタィ） 
ハンブルクのヤレシュタットの建築的特徴．ヴァイマール期ドイツのジードルンクにおける地域性の一考察
















































った。他方、18 世紀後半から 19 世紀前半には同時代の流
行を受けて、化粧塗りの外壁をもつ建築が増加した。しか
















から 20 世紀初頭に再開発して成立したものであった 44)。
 
図 21 ࣅࢫ࣐ࣝࢡ㏻りのࢪードࣝࣥࢡ（2016 年 2 月撮影） 
 
図 22 ࣁࣥࣈࣝࢡの಴ᗜ⩌（2009 年  月撮影） 
 






































































































































図 24 ࣌サࢵࢡ住Ꮿᅋᆅ（1924（2016 年 9 月撮影） 
 
図 25 %ࢱ࢘ࢺタィのࢺࣜーࣛーシュࢺࣛーࢭの住棟 
    （192526）（2017 年 9 月撮影） 
 図 26 ࢹࢵサ࢘のࣂ࢘ࣁ࢘ࢫᰯ⯋（2013 年 3 月撮影） 
 
図 27 ࢹࢵサ࢘のປാᒁ（2013 年 11 月撮影） 
  図 2 ࢺࢗーࢤࣥࢺࣁࢵࢺ㑰（2015 年 3 月撮影） 


































































 図 30 ࢚࢔フࣝࢺのࢪードࣝࣥࢡ（2016 年 3 月撮影） 
 
 図 31 ࣛࣥࢤ㑰 2 㝵の窓周り（2017 年 9 月撮影） 
 
図 32 街区յの住棟の㝵ẁᐊධཱྀ（2017 年 9 月撮影） 
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万戸が戦争で破壊され、無傷の住居はわずか 5 分の 1 にす
ぎなかったという 53)。ヤレシュタットは 1943 年 7 月 24〜


















図 33 街区⑨の住棟の窓周りの表現（2017 年 9 月撮影） 
  
 図 34 街区⑨の住棟のファサード（2017 年 9 月撮影） 
 
 図 35 街区⑩の住棟の窓（左が横桟窓、右が新しい窓） 
    （2017 年 9 月撮影） 
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